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決算特別委員会委員長報告 

ただいま議題となりました令和６年度神戸市各会計決算及び関連議案、合計 23

件について、委員会審査の経過並びに結果についてご報告申し上げます。 

令和６年度決算は、社会保障関係費や投資的経費が増加した一方で、企業業績

の堅調な推移による法人市民税の増や評価額の上昇などによる固定資産税の増、

さらには「行財政改革方針 2025」に基づく取組みを着実に進めたことなどから、

財源対策によることなく 14 億 1,100 万円の黒字を確保しております。また、公営

企業会計においては、下水道事業会計の使用料収入や自動車事業会計の乗車料収

入が増加した一方で、新都市整備事業会計および水道事業会計において土地売却

に伴う特別利益が減少したことなどから、当年度純利益合計は 25 億円の黒字とな

りました。 

しかし、東京一極集中が進む中、少子・高齢化に伴う人口減少の加速、長引く

物価高騰、社会保障関係費の増加が今後とも懸念されています。そうした中、本

市においては、新たな価値観や斬新な発想を持ち、中長期的な視点に立った人口

減少社会にふさわしいまちづくりを進めていくことが求められております。 

委員会は、去る９月９日に決算及び関連議案の付託を受けて以来、３つの分科

会を設け、９月 10 日から 22 日まで局別審査、さらに 26 日には市長・副市長等に

対する総括質疑を行いました。 

それでは、委員会審査において議論となりました主な事項について、簡単にご

報告申し上げます。 

まず、市政全般に関するものとして、今後の財政運営、DX・AI 活用、EBPM によ

る政策立案・検証、都心・三宮の再整備、ウォーターフロント再開発、神戸空港

の国際化、地域人材の確保、職員の人材確保などについて議論がありました。 

次に、施策別では、「経済・産業・観光」に関しては、神戸医療産業都市の推進、

スタートアップ支援、ナイトタイムエコノミーの推進、美術館・博物館の活用、

HAT 神戸の活性化などについて、 

「子育て・教育」に関して、こべっこウェルカム定期便、インクルーシブ保育、

部活動の地域移行、教員・保育士人材の確保、フリースクール、英語教育などに

ついて、 
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「健康・福祉・環境」に関しては、認知症対策、介護人材の確保、若者の自死

対策、KOBE シニア元気ポイント、カーボンニュートラルなどについて、 

「安全・安心なまちづくり」に関しては、防犯カメラの設置、マンションの適

正管理、空き家・空き地対策、水道管の老朽化対策、災害時要援護者支援などに

ついて様々な議論がありました。 

委員会では、このような審査の後、９月 30 日に意見決定を行った結果、物価高

騰への対応や市民のくらしへの支援、大型開発への偏重などを理由とする反対意

見もありましたが、財源対策によることなく実質収支の黒字を確保したことを評

価するとともに、人口減少社会において、将来世代が過度な負担を背負い込むこ

とがないよう、未来を見据えた循環型社会を創造し、持続可能な大都市経営を行

っていくことを期待して、令和６年度神戸市各会計決算 19 件は認定し、関連議案

４件は原案どおり承認することに決定いたしました。 

 

 次に、委員会の要望事項について申し上げます。 

まず、安全・安心なまちづくりについてであります。 

激甚化・頻発化する自然災害、凶悪・巧妙化する犯罪への備えを着実に進め、

誰もが安全に安心して暮らせるまちづくりに取り組むことが必要です。 

よって、防犯カメラ「神戸市カメラ」に表示看板を設置するなど、犯罪抑止の

観点から整備を進められたいのであります。 

また、視覚障がい者や外国人市民の防災対策のために有効な「耳で聴くハザー

ドマップ」の導入促進を図られたいのであります。 

 

次に、地域活動の担い手確保についてであります。 

人口減少・少子高齢化等に対応した持続可能な地域社会を構築するためには、

市民や企業等、多様な主体の参画が求められます。 

よって、「地域貢献相談窓口」の活用を積極的に企業に働きかけ、地域との連携

による新たな取り組みを進められたいのであります。 

また、地域の課題解決を目的とした地域人材の発掘に取り組まれたいのであり

ます。 

 

次に、子育て・学びの環境充実についてであります。 

子育て世帯に選ばれるまちとなるよう、すべてのこどもが健やかに自分らしく

成長でき、誰もが安心してこどもを生み育てるためには、切れ目のない支援と、
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子どもたち一人ひとりの個性を伸ばす学びの機会の充実が必要です。 

よって、ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵが子供たちにとって有意義な体験の機会となる

よう、教育的意義や教育委員会の責任を明確にしつつ、経済的な課題など不安を

払拭するほか、自転車移動における安全な移動環境の確保など、コベカツクラブ

への伴走支援に取り組まれたいのであります。 

さらに、産後ケアについて、妊娠届出時の面談等の機会を活用し、その意義や

オンライン利用の方法を周知し利用率の向上を図られたいのであります。 

 

次に、福祉施策の充実についてであります。 

福祉課題の多様化・複雑化が進む中、誰もが地域で安全・安心に暮らすことが

できる社会を実現していくことが必要です。 

 よって、障害者雇用について、本市や市内事業者が法定雇用率を満たせるよう

積極的に取り組むとともに、超短時間雇用についても推進されたいのであります。 

また、介護人材不足に対応するため、外国人介護人材の受け入れについて、産

官学の連携を一層強化するとともに、神戸で働き、暮らし続けたいと思える環境

づくりに取り組まれたいのであります。 

 

次に、魅力的な都市づくりについてであります。 

人口減少社会にふさわしいまちづくりを進めるため、都心と郊外にバランスよ

く人口を誘引し、持続可能なまちづくりを進めていく必要があります。 

よって、主要駅のバスロータリーの機能向上、美装化について全市を挙げて対

応を図られたいのであります。 

また、市民の足となる市バスを持続可能な公共交通として維持するため利用拡

大の取り組みを進めるとともに、バス路線の廃止・減便時には、事前に事業者と

情報共有し、影響を最小限に抑える対策を協議する仕組みを構築されたいのであ

ります。 

 

次に、経済活動の活性化についてであります。 

神戸経済を安定的に成長させていくためには、地元産業の活性化と新たな産業

振興により、経済の好循環を生み出す取り組みが必要です。 

よって、若者の市内企業就職を促進するため、インターンシップの推進や選ば

れる企業になるための支援、リーディングカンパニーの誘致などを推進されたい

のであります。 
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また、六甲山系の登山道においてインバウンド誘客の視点も踏まえた整備・改

修を行うとともに、集落営農組織の施設・農機導入費用の負担軽減など、経済の

活性化に向けた取組みを推進されたいのであります。 

 

以上、委員会審査の経過並びに結果及び要望事項についてご報告申し上げまし

た。 

 

終わりに当たり、委員会運営に終始ご協力をいただきました副委員長、理事の

皆様、並びに連日熱心な審査を賜わりました委員の皆様に心から敬意と感謝の意

を表しまして、報告を終わります。 


